
図書委員会について 
たいていのことは先輩や先生方から教わることになるのでしょうが、委員会で困ることのないように、いろい

ろ書き記しておこうと思います 
 
まず基本的なことですが、図書委員とは昼休みに図書室を開閉し本の貸し出しを行っています。 
ほかにも読書週間や出張貸し出し、本の買出しや、図書室の整理整頓などをします。できれば新聞づくりもし

たいと思います。あとお願いなのですが、当番は絶対にサボらないで下さい。委員になったからには、与えら

れた仕事はきちんとこなしましょう。当番についての説明はあとでします。 
 
 
昼休みについて 
昼休みには、当番で図書室の開閉を行います。 
当番は基本的に下のようにして決めます。 
                        
       月  火  水   木   金        ＊6 組は、金曜日になります 

1 年   1 組  2 組  3 組  4 組  5 組 
2 年   1 組  2 組  3 組  4 組  5 組 
3 年   1 組  2 組  3 組  4 組  5 組 

 
もし、自分の当番の日の５校時目が体育の場合はほかのクラスと当番の日を入れ替えてください。 
当番に参加できない場合は、あとでちゃんと理由を言ってください。 
 
昼休み、三役（委員長・副委員長・書記）の人あるいはその日の当番の人が、職員室で鍵を借ります。 
そのあと準備室に入り、図書日誌をつけてください。 
そこから先は、貸し出しをしたり返却を受け付けたりしてください。ただし、手の空いている人は本の整理を

してください。 
 
本の貸し出しについてですが、一人２冊まで、期限は１週間です。（これはあくまでも現時点でのことです。

もし委員会のときに変更になった場合はそちらに従ってください。） 
借りたい人にクラス、番号、名前、書名、本の登録番号、日付を貸し出し記録簿に書いてもらってください。 
返却してもらうときは、本を確認して、貸し出し記録簿のところに必ずはんこを押しましょう。本は借りた人

に、元の場所に戻してもらってください。 
 
新聞は、（おそらく）職員室でもらえます。でも、委員の皆さんが持ってきてくれると、うれしいです。 
新聞用のラックにセットしましょう。 
 
予鈴がなったら、図書室を閉めます。いすをきちんとしまい、電気を消して、鍵をかけましょう。鍵を職員室

に戻したら、おしまいです。授業に遅れないように気をつけてください。 
 
 
一斉委員会について 
一斉委員会でやることはそんなにありません。さっさとやれば、結構早く下校することができます。がんばり

ましょう。 
 
① 掃除と本の整理整頓 
一ヶ月も掃除しないでいると、かなり汚れています。床を掃くだけでもいいのでしっかり掃除をしてください。 

本の整理も同時にお願いします。 
この二つは、１年生はここからここまで、２年生はここからここまで、３年生はここからここまで、というよ

うに、範囲を決めてやると、効率がいいと思います。 
 
② 当番チェック 
ちゃんと当番に来ているかチェックしてください。理由があって休んだ人は、このときに言うといいでしょう。 
 
おそらく普段は、このくらいだと思います。この下に書いてあることは、先生の指示があったときにやればい

いと思います。 
 
③ 督促状を書く 
督促状とは、期限を過ぎても本を返さない人にわたす物です。記録をもとに作り、わたしてください。 
 
④ 活動方針・申し送りなどを書く 
なんのことか、見当もつかないと思うのですが、字の通りのことです。 
これからこんな活動をしようと思う、とか、そんなことを書くのが活動方針です。申し送りとは、次に図書委

員になる人に、こうしてほしい、というようなことを書くものです。 
サンプルを載せておきます。このサンプルをもとに、委員会で出た意見などを入れて、書くといいでしょう 
 
＜活動方針＞ 
・ 読書しやすい環境を作る 
・ 図書室の整理整頓 
・ 月に一度、新聞の製作・発行 
 
＜具体的な活動方針・内容＞ 
・ 図書室の開閉 
・ 本の紹介 
・ 読書週間に本を持ってくるように呼びかける 
・ 読書の記録の配布、回収 
・ 出張貸し出しを行う 
・ 返却点検による見回り 
・ 本の買出し 
 
＜月別活動予定＞ 
毎月、図書室の開閉と新聞作りが入ります。 
月によっては体育大会の準備や、読書週間などが入ると思います。 
 
平成１９年度から、朝学習が朝読書に変わるらしいので、読書週間に関することは、なくなるかもしれません。 
ちなみになのですが、私が１年生だったころは、学級文庫がありました。しかし、利用者が少ない、というこ

とで廃止になってしまいました。平成１９年からはどうなるのでしょうか。 
 
＜反省点＞ 
・ 当番をサボる人がいる 
 
＜申し送り＞ 
・ 新聞を持ってきてほしい 


